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1. 平成26年10月期第2四半期の業績（平成25年11月1日～平成26年4月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年10月期第2四半期 15,957 17.3 1,769 13.9 1,799 13.3 1,078 15.1
25年10月期第2四半期 13,605 18.0 1,554 7.1 1,588 7.9 937 13.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年10月期第2四半期 229.36 ―
25年10月期第2四半期 199.34 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年10月期第2四半期 12,648 6,806 53.8 1,447.61
25年10月期 13,301 5,892 44.3 1,253.25

（参考）自己資本 26年10月期第2四半期 6,806百万円 25年10月期 5,892百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年10月期 ― 0.00 ― 35.00 35.00
26年10月期 ― 0.00
26年10月期（予想） ― 30.00 30.00

3. 平成26年10月期の業績予想（平成25年11月 1日～平成26年10月31日）  
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,000 4.1 1,700 2.8 1,750 2.6 1,050 3.6 223.31



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年10月期2Q 4,840,000 株 25年10月期 4,840,000 株

② 期末自己株式数 26年10月期2Q 138,067 株 25年10月期 138,043 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年10月期2Q 4,701,950 株 25年10月期2Q 4,702,006 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料2ページ「経営成績に関する分析」をご覧ください。 
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当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済政策や金融政策を背景に、企業業績の改

善や個人消費の持ち直し、円安・株高基調と、緩やかな景気回復の兆しが見えてきましたが、反面、円

安による原材料価格の上昇や消費税増税後の個人消費低迷への懸念など、予断を許さない状況が続くも

のと思われます。 

このような状況のもと、当社の店舗販売・通信販売はともに、全国的な大雪や消費税増税前の特需の

囲い込み、増税後の売上の落ち込み回避のための広告戦略が功を奏し、好調に推移しました。 

また、業者販売におきましても、以前より行っているアジアンタイヤの販売が好調で、増税の特需と

合わせて好調に推移しました。 

今後も積極的な広告戦略を続けていくとともに、充分な在庫をフルに活用して、売上増加を目指して

まいります。 

この結果、当第２四半期累計期間の売上高は15,957百万円（前年同期比17.3％増）、営業利益は

1,769百万円（前年同期比13.9％増）、経常利益は1,799百万円（前年同期比13.3％増）、四半期純利益

は1,078百万円（前年同期比15.1％増）と増収増益となりました。 

品種別売上高の状況は、タイヤは9,694百万円（前年同期比17.1％増）、ホイールは4,500百万円（前

年同期比16.0％増）、用品は510百万円（前年同期比5.3％増）、作業料は1,252百万円（前年同期比

30.0％増）となりました。また、販路別売上高の状況は、店舗売上高は10,546百万円（前年同期比

16.4％増）、本部売上高(通販)は3,652百万円（前年同期比21.3％増）、本部売上高(卸)は1,758百万円

（前年同期比14.9％増）となっております。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
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①資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期会計期間末における資産は12,648百万円（前事業年度末比652百万円減少）となりま

した。主な変動要因は、商品758百万円の減少、未収入金244百万円の減少、現金及び預金156百万円

の増加、売掛金145百万円の増加などによるものであります。 

また、負債は5,842百万円（前事業年度末比1,566百万円減少）となりました。主な変動要因は、短

期借入金1,100百万円の減少、買掛金508百万円の減少、長期借入金450百万円の減少、未払法人税等

404百万円の増加などによるものであります。 

なお、純資産は6,806百万円（前事業年度末比913百万円増加）となりました。主な変動要因は、利

益剰余金914百万円の増加などによるものであります。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」）という。）は463百万円

（前事業年度末比153百万円増加）となりました。 

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果獲得した資金は2,126百万円となりました。（前年同期は1,154百万円の獲得） 

これは主に、税引前四半期純利益1,800百万円、減価償却費223百万円、売上債権の増加額198百万

円、たな卸資産の減少額758百万円、仕入債務の減少額272百万円、法人税等の支払額324百万円など

によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は248百万円となりました。（前年同期は240百万円の使用） 

これは主に、有形固定資産の取得による支出203百万円、無形固定資産の取得による支出61百万円

などによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は1,724百万円となりました。（前年同期は672百万円の獲得） 

これは主に、短期借入金の純減少額1,100百万円、長期借入金の返済による支出450百万円、配当金

の支払額163百万円などによるものであります。 

  

当第２四半期累計期間の実績は順調に推移しましたが、今後の業績見通しにつきましては、消費税増

税後の反動が考えられるため、平成25年12月13日に公表しました「平成25年10月期決算短信〔日本基

準〕(非連結)」の業績予想に変更はありません。 

  

（２）財政状態に関する説明

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

㈱フジ・コーポレーション(7605) 平成26年10月期第2四半期決算短信〔日本基準〕(非連結)

< 3 >



 

（税金費用の算出方法） 

税金費用については、当事業年度の予想税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を

合理的に見積り、税引前四半期利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

該当事項はありません。 

  

（法人税率の変更等による影響） 

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第10号）が平成26年３月31日に公布され、平

成26年4月１日以後に開始する事業年度から復興特別法人税が課されないことになりました。これに

伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、平成27年11月１日に開始す

る事業年度に解消が見込まれる一時差異については、従来の37.6％から35.2％となりました。 

 この税率変更が四半期財務諸表に与える影響は軽微であります。 

  

該当事項はありません。 

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（３）追加情報

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

(単位：千円)

前事業年度 
(平成25年10月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成26年４月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 314,861 471,713 

売掛金 1,094,262 1,239,379 

商品 4,279,792 3,521,390 

未収入金 701,626 457,080 

その他 182,945 203,684 

貸倒引当金 － △48 

流動資産合計 6,573,488 5,893,199 

固定資産   

有形固定資産   

建物 2,935,364 3,049,266 

減価償却累計額 △599,552 △639,314 

建物（純額） 2,335,811 2,409,952 

土地 1,805,956 1,805,956 

その他 2,770,530 2,855,697 

減価償却累計額 △1,302,158 △1,453,269 

その他（純額） 1,468,372 1,402,427 

有形固定資産合計 5,610,140 5,618,336 

無形固定資産 167,586 203,608 

投資その他の資産   

その他 950,328 933,949 

貸倒引当金 － △225 

投資その他の資産合計 950,328 933,723 

固定資産合計 6,728,055 6,755,669 

資産合計 13,301,543 12,648,868 

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,221,628 1,713,337 

短期借入金 1,600,000 500,000 

1年内返済予定の長期借入金 600,000 480,000 

未払法人税等 335,065 739,984 

賞与引当金 52,680 54,070 

前受金 312,592 259,108 

その他 368,245 496,222 

流動負債合計 5,490,210 4,242,724 

固定負債   

長期借入金 1,355,000 1,025,000 

退職給付引当金 74,665 80,366 

資産除去債務 100,625 106,931 

その他 388,293 387,298 

固定負債合計 1,918,585 1,599,596 

負債合計 7,408,796 5,842,320 
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(単位：千円)

前事業年度 
(平成25年10月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成26年４月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 531,400 531,400 

資本剰余金 568,000 568,000 

利益剰余金 4,825,679 5,739,527 

自己株式 △32,332 △32,379 

株主資本合計 5,892,747 6,806,547 

純資産合計 5,892,747 6,806,547 

負債純資産合計 13,301,543 12,648,868 
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（２）四半期損益計算書 
 第２四半期累計期間 

 

(単位：千円)

前第２四半期累計期間 
(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年４月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成25年11月１日 
 至 平成26年４月30日) 

売上高 13,605,367 15,957,199 

売上原価 9,275,216 11,025,251 

売上総利益 4,330,151 4,931,948 

販売費及び一般管理費 2,776,003 3,162,092 

営業利益 1,554,148 1,769,855 

営業外収益   

受取利息 2,892 2,679 

協賛金収入 15,688 17,725 

その他 29,282 20,175 

営業外収益合計 47,863 40,581 

営業外費用   

支払利息 12,878 10,017 

その他 498 497 

営業外費用合計 13,377 10,515 

経常利益 1,588,634 1,799,921 

特別利益   

固定資産売却益 1,126 419 

特別利益合計 1,126 419 

特別損失   

減損損失 24,373 － 

固定資産売却損 － 109 

特別損失合計 24,373 109 

税引前四半期純利益 1,565,387 1,800,231 

法人税等 628,109 721,815 

四半期純利益 937,278 1,078,415 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

 

(単位：千円)

前第２四半期累計期間 
(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年４月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成25年11月１日 
 至 平成26年４月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 1,565,387 1,800,231 

減価償却費 225,542 223,726 

減損損失 24,373 － 

賞与引当金の増減額（△は減少） 150 1,390 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,299 5,700 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △177 274 

受取利息及び受取配当金 △2,892 △2,679 

支払利息 12,878 10,017 

固定資産売却損益（△は益） △1,126 △309 

売上債権の増減額（△は増加） △110,680 △198,600 

たな卸資産の増減額（△は増加） △297,315 758,401 

仕入債務の増減額（△は減少） 69,148 △272,738 

その他 92,605 133,283 

小計 1,584,194 2,458,698 

利息及び配当金の受取額 2,897 2,675 

利息の支払額 △12,966 △9,977 

法人税等の支払額 △419,379 △324,773 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,154,745 2,126,623 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金等の純増減額（△は増加） △970 △3,426 

有形固定資産の取得による支出 △238,145 △203,930 

有形固定資産の売却による収入 5,666 809 

無形固定資産の取得による支出 △25,114 △61,590 

敷金の差入による支出 △4,002 － 

その他 22,499 19,544 

投資活動によるキャッシュ・フロー △240,066 △248,594 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △200,000 △1,100,000 

長期借入金の返済による支出 △320,000 △450,000 

リース債務の返済による支出 △12,112 △11,010 

自己株式の取得による支出 － △47 

配当金の支払額 △140,089 △163,545 

財務活動によるキャッシュ・フロー △672,202 △1,724,603 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － － 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 242,477 153,425 

現金及び現金同等物の期首残高 559,408 310,572 

現金及び現金同等物の四半期末残高 801,885 463,997 
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

当社は、カー用品等販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

  

  

  

（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

５．補足情報

販売の状況

 ①品種別売上高

前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間

自 平成24年11月１日 自 平成25年11月１日

至 平成25年４月30日 至 平成26年４月30日

売上高(千円) 構成比(％) 売上高(千円) 構成比(％)

タイヤ 8,276,814 60.8 9,694,124 60.8

ホイール 3,880,745 28.5 4,500,565 28.2

用品 484,271 3.6 510,071 3.2

作業料 963,536 7.1 1,252,438 7.8

合  計 13,605,367 100.0 15,957,199 100.0
 

 ②販路別売上高

前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間

自 平成24年11月１日 自 平成25年11月１日

至 平成25年４月30日 至 平成26年４月30日

売上高(千円) 構成比(％) 売上高(千円) 構成比(％)

店舗売上 9,063,745 66.6 10,546,714 66.1

本部売上(通販) 3,011,951 22.2 3,652,205 22.9

本部売上(卸) 1,529,669 11.2 1,758,279 11.0

合  計 13,605,367 100.0 15,957,199 100.0
 

㈱フジ・コーポレーション(7605) 平成26年10月期第2四半期決算短信〔日本基準〕(非連結)

< 9 >


